
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に照明光を供給する光源ランプに電力を供給するバッテリと、
　前記バッテリの電圧を検出する電圧検出手段と、
　前記バッテリからの電流を 第１の電流値で導出する第１の経路お
よび 第２の電流値で導出する第２の経路と、
　前記電圧検出手段で検出された前記バッテリの電圧

前記第１の経路
前記第２の経路 前記 ヘ供給する電流の供給状態を切り換えて供給するように
制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡用バッテリ式電源装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記検出結果に基づいて前記バッテリから前記光源ランプヘ出力する
経路を所定のタイミングで前記第１の経路と前記第２の経路を交互に切換えるように前記
第１、第２の経路を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記検出結果に基づいて、所定のタイミングで前記第１の経路と前記
第２の経路とを交互に所定時間切り換えた後に、予め定められた一方の前記経路に保持す
るように制御する
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通常使用状態としての
前記通常使用状態より暗い点灯状態としての

と所定の電圧値とを比較し、前記バ
ッテリの電圧が前記所定の電圧値になったことを検出することにより から

に 光源ランプ



　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。
【請求項４】
　前記バッテリからの電力を供給するスイッチ手段を有し、
　前記制御手段は、更に前記スイッチ手段により前記バッテリから電力が

所定の時間前記第１の経路および前記第２の経路のうち、予め定められた一方を優先す
るように制御する
　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか一に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置
。
【請求項５】
　内視鏡に照明光を供給する光源ランプに電力を供給するバッテリと、
　前記バッテリからの電力供給の制御が可能な スイッチ手段と、
　前記バッテリ 圧を検出す 圧検出手段と、
　前記 スイッチ手段の出力端より出力される前記バッテリからの電流を

第１の電流値で導出する第１の経路及び
第２の電流値で導出す ２の経路と、

　前 圧検出手段で検出された前記バッテリの電圧
前記第１の経

路 前記第２の経路 前記光源ランプヘ供給する電流の供給状態を切り換えて供給する
ように制御する制御手段と、

　 。
【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】
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供給されたとき
に

第１の
の電 る電

第１の 通常使用状
態としての 前記通常使用状態より暗い点灯状態と
しての る第

記電 と所定の第１の電圧値とを比較し、
前記バッテリの電圧が前記第１の電圧値になったことを検出することにより

から に

　を有し、
　前記制御手段は、更に、
　前記電圧検出手段で検出された前記バッテリの電圧と前記第１の電圧値より小さい所定
の第２の電圧値になったことを検出することにより前記光源ランプへの電流の供給を遮断
させるよう前記第１のスイッチ手段を制御する

ことを特徴とする内視鏡用バッテリ式電源装置

　前記バッテリからの電流をＤＣ／ＤＣ変換する第１のＤＣ／ＤＣコンバータを有し、
　少なくとも前記光源ランプに供給する電流は、前記第１のＤＣ／ＤＣコンバータの出力
より供給することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか一に記載の内視鏡用バッテリ
式電源装置。

　前記バッテリからの電流をＤＣ／ＤＣ変換する第１のＤＣ／ＤＣコンバータと、
　前記バッテリより前記第１のＤＣ／ＤＣコンバータに電流の供給のオン／オフを行う第
２のスイッチ手段と、
　前記第２のスイッチ手段を介さず、前記バッテリと接続された第２のＤＣ／ＤＣコンバ
ータと、
　を有し、
　前記第１のスイッチ手段と前記制御手段に対しては、前記第２のＤＣ／ＤＣコンバータ
を介して電流を供給することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置
。

　前記バッテリからの電流を遮断状態とする第３の経路を有し、
　前記制御手段は、前記光源ランプに電流を供給する経路を、前記第１の経路から前記第
３の経路、または第２の経路から前記第３の経路に切り換える制御を行うことを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。

　前記制御手段は、前記検出結果に基づいて前記バッテリから前記光源ランプへ出力する
経路を所定のタイミングで前記第１の経路と前記第３の経路とを交互に切り換えるか、ま
たは前記第２の経路と前記第３の経路とを交互に切り換えるように前記第１，第２および
第３の経路を制御する



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡に照明光を供給する光源ランプ及び光源ランプに電力を供給するバッテ
リを備えた内視鏡用バッテリ型光源装置の電源回路部分に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　 は、電源として乾電池等のバッテリを使用したバッ
テリ型光源装置を内視鏡の操作部に着脱自在に取り付けられるように

持ち運びが容易であるとともに、電源のないと
ころで 使用が可能になるので、緊急あるいは屋外での使用などに
【０００３】
このようにした、バッテリ型光源装置ではランプに供給する際に、バッテリ電圧を昇圧し
てランプに電圧供給し、ランプをより明るく点灯できるようにしていた。この昇圧回路は
、出力電圧を一定にする定電圧動作するようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
この時、バッテリを使用した光源装置では、バッテリの過放電、及びバッテリ短絡保護す
る必要があるため、短絡保護機能と、ローバッテリ時にユーザに消耗状態を確実に告知さ
せることと、回路上で過放電にならないようにすることが必要であった。
【０００５】
そこで、本出願人が先に出願した特願２０００－２２４０５号では、消耗状態でＤＣ／Ｄ
Ｃの出力を通常の明るさより暗い第２の電力状態を設けることで告知していたが、ユーザ
がそのまま使用してしまうとすぐに終止電圧を超え、過放電してしまう問題があった。
【０００６】
また、ＦＥＴを使用したランプを点滅させ告知する手段が示されているが、ランプにかか
る電力を変動させたとき、同時に制御手段の電力も変動してしまう問題と、ランプのオン
オフ、及び電源投入時に、非常に大きな突入電流が流れるといった問題もあった。そのた
め、一般的には負荷用、制御手段用にそれぞれＤＣ／ＤＣを設けており、１つのＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータで負荷と制御手段の電源を共有させ、バッテリ保護、及び負荷制御すること
は難しかった。
【０００７】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、バッテリの消耗状態を検出し、ランプ
のみにかかる電力を制御することで、ユーザにバッテリ切れの告知、かつ、強制的に負荷
を制限しバッテリの過放電を防止することのできる内視鏡用バッテリ式光源装置を提供す
ることを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の 内視鏡に照明光を供給する光源ランプ
に電力を供給するバッテリと、前記バッテリの電圧を検出する電圧検出手段と、前記バッ
テリからの電流を 第１の電流値で導出する第１の経路および

第２の電流値で導出する第２の経路と、前記電圧検
出手段で検出された前記バッテリの電圧

前記第１の経路 前記第２の経
路 前記 ヘ供給する電流の供給状態を切り換えて供給するように制御する制御
手段と
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　ことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。

特開平１１－１５３７５９号公報に
した技術が開示され

ている。この種のバッテリ型光源装置は、
機器の 適している。

第１の内視鏡用バッテリ式電源装置は、

通常使用状態としての 前記通
常使用状態より暗い点灯状態としての

と所定の電圧値とを比較し、前記バッテリの電圧
が前記所定の電圧値になったことを検出することにより から

に 光源ランプ
、を備えたことを特徴とする。

　本発明の第２の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第１の内視鏡用バッテリ式電源装
置において、前記制御手段は、前記検出結果に基づいて前記バッテリから前記光源ランプ
ヘ出力する経路を所定のタイミングで前記第１の経路と前記第２の経路を交互に切換える



【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について述べる。
【００１０】
第１の実施の形態：
図１ないし図９は本発明の第１の実施の形態に係わり、図１は内視鏡装置の構成を示す構
成図、図２は図１のバッテリ型光源装置の構成を示す構成図、図３は図２のバッテリ型光
源装置の電源回路の構成を示す構成図、図４は図３のＤＣ／ＤＣコンバータの内部スイッ
チング回路部の構成を示す構成図、図５は図３のバッテリ型光源装置の電源回路の作用を
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ように前記第１、第２の経路を制御することを特徴とする。
　本発明の第３の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第２の内視鏡用バッテリ式電源装
置において、前記制御手段は、前記検出結果に基づいて、所定のタイミングで前記第１の
経路と前記第２の経路とを交互に所定時間切り換えた後に、予め定められた一方の前記経
路に保持するように制御することを特徴とする。
　本発明の第４の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第１乃至第３の内視鏡用バッテリ
式電源装置において、前記バッテリからの電力を供給するスイッチ手段を有し、前記制御
手段は、更に前記スイッチ手段により前記バッテリから電力が供給されたときに所定の時
間前記第１の経路および前記第２の経路のうち、予め定められた一方を優先するように制
御することを特徴とする。
　本発明の第５の内視鏡用バッテリ式電源装置は、内視鏡に照明光を供給する光源ランプ
に電力を供給するバッテリと、前記バッテリからの電力供給の制御が可能な第１のスイッ
チ手段と、前記バッテリの電圧を検出する電圧検出手段と、前記第１のスイッチ手段の出
力端より出力される前記バッテリからの電流を通常使用状態としての第１の電流値で導出
する第１の経路及び前記通常使用状態より暗い点灯状態としての第２の電流値で導出する
第２の経路と、前記電圧検出手段で検出された前記バッテリの電圧と所定の第１の電圧値
とを比較し、前記バッテリの電圧が前記第１の電圧値になったことを検出することにより
前記第１の経路から前記第２の経路に前記光源ランプヘ供給する電流の供給状態を切り換
えて供給するように制御する制御手段と、を有し、前記制御手段は、更に、前記電圧検出
手段で検出された前記バッテリの電圧と前記第１の電圧値より小さい所定の第２の電圧値
になったことを検出することにより前記光源ランプへの電流の供給を遮断させるよう前記
第１のスイッチ手段を制御することを特徴とする。
　本発明の第６の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第１乃至５の内視鏡用バッテリ式
電源装置において、前記バッテリからの電流をＤＣ／ＤＣ変換する第１のＤＣ／ＤＣコン
バータを有し、少なくとも前記光源ランプに供給する電流は、前記第１のＤＣ／ＤＣコン
バータの出力より供給することを特徴とする。
　本発明の第７の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第５の内視鏡用バッテリ式電源装
置において、前記バッテリからの電流をＤＣ／ＤＣ変換する第１のＤＣ／ＤＣコンバータ
と、前記バッテリより前記第１のＤＣ／ＤＣコンバータに電流の供給のオン／オフを行う
第２のスイッチ手段と、前記第２のスイッチ手段を介さず、前記バッテリと接続された第
２のＤＣ／ＤＣコンバータと、を有し、前記第１のスイッチ手段と前記制御手段に対して
は、前記第２のＤＣ／ＤＣコンバータを介して電流を供給することを特徴とする。
　本発明の第８の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第１の内視鏡用バッテリ式電源装
置において、前記バッテリからの電流を遮断状態とする第３の経路を有し、前記制御手段
は、前記光源ランプに電流を供給する経路を、前記第１の経路から前記第３の経路、また
は第２の経路から前記第３の経路に切り換える制御を行うことを特徴とする。
　本発明の第９の内視鏡用バッテリ式電源装置は、前記第８の内視鏡用バッテリ式電源装
置において、前記制御手段は、前記検出結果に基づいて前記バッテリから前記光源ランプ
へ出力する経路を所定のタイミングで前記第１の経路と前記第３の経路とを交互に切り換
えるか、または前記第２の経路と前記第３の経路とを交互に切り換えるように前記第１，
第２および第３の経路を制御することを特徴とする。



説明する第１のフローチャート、図６は図３のバッテリ型光源装置の電源回路の作用を説
明する第２のフローチャート、図７は図５のＡ／Ｄ変換サブルーチンの処理の流れを示す
フローチャート、図８は図５の電圧判定サブルーチンの処理の流れを示すフローチャート
、図９は図６のイベント発生時の警告表示を説明する説明図である。
【００１１】
（構成）
図１に示すように、本実施の形態の内視鏡装置１は、管腔内の対象部位を観察する内視鏡
２と、この内視鏡２に着脱自在に接続されるバッテリ型光源装置３から構成される。内視
鏡２は、細長の挿入部４とこの挿入部４の後端に設けられた把持部を兼ねる操作部５と、
操作部５の後端に形成された接眼部６と、操作部５の側部に突設したライトガイド口金７
の端部にバッテリ型光源装置３の接続口金８を着脱自在に接続できるようになっている。
ライトガイド口金７には、バッテリ型光源装置３と選択的にライトガイドケーブル（図示
せず）を接続して一般的に内視鏡用光源装置に接続して使用できるようにもなっている。
【００１２】
図２に示すように、バッテリ型光源装置３は、ランプユニット９とバッテリユニット１０
からなり、ランプユニット９にはランプホルダ１１に保持された照明光を発光するランプ
１２が装填され、バッテリユニット１０には電源供給するバッテリ（１次または２次）１
３が装填されるようになっている。また、ランプユニット９は放熱構造をなす凸部９ａ及
び凹部９ｂで示すように表面積を広くしている。
【００１３】
バッテリ型光源装置３の電源回路  では、図３に示すように、バッテリ１３は２個直列に
接続されている。バッテリ１３からはニッケル水素電池のセル電圧１．２Ｖ×２＝２．４
Ｖが供給される（もしくはリチウム電池１．５Ｖ×２＝３Ｖ、またはリチウム電池パック
（１セルＶ並列））。この電源回路には、電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ１４と、コイ
ル１７にエネルギーを発生させるスイッチング回路を有する昇圧、もしくは降圧タイプで
最適な明るさにするためにランプ１２に所定の電圧を供給するＤＣ／ＤＣコンバータ１５
が設けられ、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５と、バッテリ１３の間に過電流保護素子であるポ
リスイッチ１６が設けられている。
【００１４】
また、コイル１７の後に整流用ダイオード１８の整流後のエネルギーを蓄えるコンデンサ
２０、出力電圧を電圧フィードバックする比較手段２１は抵抗Ｒ１，Ｒ２でＤＣ／ＤＣコ
ンバータ１５の周辺部品として設けられている。ＤＣ／ＤＣコンバータ１５で昇圧された
出力にはランプ１２が設けられている。ランプは３．３Ｖ～５Ｖの範囲で明るいランプが
使用可能である。本実施の形態では、定格４．８Ｖのランプ１２を使用している。
【００１５】
入力コンデンサ１９はコイル１７がスイッチングするためのエネルギーを貯えている。
【００１６】
また、ランプ１２とＤＣ／ＤＣコンバータ１５の出力との間には、電気的スイッチ、例え
ばＦＥＴが２つ設けられており、第１ＦＥＴ２２は、ランプ負荷（強負荷）とランプ負荷
切り離し（軽負荷）を制限し、ＣＰＵ２９の出力ポートから電圧制御されている。また第
２ＦＥＴ２３はＤＣ／ＤＣコンバータ１５の出力からランプ１２にかかる電力を第１，第
２の状態に制限することができる固定負荷２４、もしくは可変負荷により、ランプ１２に
かかる電力は設定することができる。
【００１７】
第１ＦＥＴ２２のソースはダイオード１８のカソードと、第１ＦＥＴ２２のドレインは第
２ＦＥＴ２３のソースと、第２ＦＥＴ２３のドレインはランプ１２と接続されており、ラ
ンプ負荷制限、及びバッテリ電圧監視用制御手段であるＣＰＵ２９はランプ負荷制限時に
、第１ＦＥＴ２２，第２ＦＥＴ２３のソース、ゲート間に一定の電位差を供給できるよう
になっているため、確実にこれらＦＥＴをオンすることができる。
【００１８】
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ただし、今回は、負荷制限手段としてＰチャンネルＦＥＴを使用しているため、プルアッ
プ抵抗２５，２６を設けているが、Ｎ－チャンネルＦＥＴ等の電流制限手段であればラン
プと電気スイッチの接続順序を変え、ＦＥＴのゲートにかかる電圧制御を調整するだけで
容易に同様の効果を得ることができる。
【００１９】
ＣＰＵ２９は、振動子（水晶発振器等）２８のクロックで動作し、バッテリ１３の電圧を
入力ポート２７で監視し、残量表示用３つの第１ないし第３ＬＥＤ３０ａ，３０ｂ，３０
ｃ及び電流制限用の第１及び第２ＦＥＴ２２，２３を駆動制御する構成となっている。
【００２０】
なお、第１ＬＥＤ３０ａ及び第２ＬＥＤ３０ｂは緑色を発光するＬＥＤであって、第３Ｌ
ＥＤ３０ｂ黄色を発光するＬＥＤである。
【００２１】
ＤＣ／ＤＣコンバータ１５の内部スイッチング回路部３１は、図４に示すようになってお
り、電圧フィードバックから内部のＶ refと比較してＰＷＭ制御に制御信号を発生する電
圧制御部３４と、ＰＷＭ制御部３５とスイッチング部３６とから構成されている。ＰＷＭ
制御部３５は、電圧が一定になるようにパルス幅制御を行い、スイッチング部３６のＦＥ
ＴをＯＮ／ＯＦＦスイッチングさせて、コイル１７にエネルギーを蓄えるのをパルス幅の
制御を行って、電圧を一定している。
【００２２】
（作用）
このように構成された内視鏡装置１では、内視鏡２にバッテリ型光源装置３を接続して、
内視鏡観察を行う。観察の前に始業点検により状態がチェックされる。チェックのための
観察を行う際には、操作スイッチ（図示せず）を操作すると、ユーザ操作により電源スイ
ッチ１４がオンしてバッテリから電源が供給され、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５が作動し始
める。その時、電源投入時は、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５を安定して立ち上げるために、
負荷制限をかけ軽負荷で立ち上げる。
【００２３】
電源投入すると、第１に、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５が作動しはじめ昇圧もしくは降圧を
開始する。そのとき、ＣＰＵ２９が動作していれば、図５及び図６に示すように、ステッ
プＳ１でＣＰＵ初期設定を行い、ステップＳ２でＦＥＴのゲート電圧を制御するＣＰＵ２
９のＩ／Ｏポートをオフに設定することで、ランプ１２はＤＣ／ＤＣコンバータ１５の出
力に接続されていない状態、つまり軽負荷での立ち上がりになり、ＤＣ／ＤＣコンバータ
１５は安定した立ち上がりを得る。ここで、昇圧開始時に、ＣＰＵ２９が動作していない
ときは、以下のように制御する。
【００２４】
例えば、今回使用しているＣＰＵ２９は動作外電圧ではＩ／Ｏポートがオフになる仕様の
例えばＰＩＣマイコン（ワンチップ型マイクロプロセッサ：マイクロテクノロジー社登録
商標）なので、昇圧開始時にＣＰＵ２９が動作しなくても第１及び第２ＦＥＴ２２，２３
が勝手にオンすることはない。
【００２５】
他のデバイスで、動作電圧外でＩ／Ｏポートの動作が保証されていないときは、それぞれ
のＦＥＴゲートのプルアップ抵抗にコンデンサを接続して時定数を設定し、ＣＰＵ２９が
動作するまでの間勝手にＯＮするのを遅延させることで容易に回避可能である。
【００２６】
次に、ステップＳ３でＣＰＵ２９の立ち上がりと同時にＰＯＲ（パワーオンリセット）が
発生しそこから内部タイマを使用して約１００ｍｓ後に、ステップＳ４で第１ＦＥＴ２２
をオンさせることで、ランプ１２が回路に接続される。ただし、本実施の形態では、ＰＯ
Ｒ発生後７８ｍｓは必ずカウントされてから動作するデバイスを使用しているので、実際
は１７８ｍｓ後になる。そのとき、第２ＦＥＴ２３はまだオフしており、ＤＣ／ＤＣコン
バータ１５にとっては、固定負荷＋ランプ負荷になるので、ランプの突入電流は固定負荷
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がないときと比べて大幅に押さえることが出来、ランプ突入電流による誤動作防止になる
。
【００２７】
さらに、ステップＳ５で３００ｍｓ経過を待ち、ステップＳ６でタイマ動作開始時から４
００ｍｓ後、つまり、ランプ１２の突入時の変動が安定してから、固定負荷２４に並列に
接続された第２ＦＥＴ２３がオンすることで、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５において負荷制
限時の出力変動を最小限に抑えることができる。
【００２８】
上記作用にて回路の電源投入時とランプの突入電流時に安定動作が可能であり、ランプに
最適な明るさ（定格４．８Ｖ）の電圧を供給する。
【００２９】
その後、ステップＳ７でさらに１００ｍｓ経過を待ち、ステップＳ８でタイムオーバーフ
ロー割り込み許可状態となり、ステップＳ９でＣＰＵ２９がＡ／Ｄ変換サブルーチンを実
行しＡ／Ｄ変換を用いてバッテリ電圧を監視し、ステップＳ１０で電圧判定サブルーチン
を実行しバッテリ電圧のレベルを判定する。なお、本構成は図示しないＣＰＵ２９に内蔵
されているＡ／Ｄ変換を使用しているが、外部Ａ／Ｄのデバイスを用いても問題無い。
【００３０】
ここで、上記構成は、ＰＩＣマイコンのＣＰＵにおいて、電源投入時にタイマをカウント
して、それぞれの駆動タイミングを図り制御するものであるが、各駆動信号に対して、遅
延を設けることでも同様の作用、及び効果を得ることもできる。例えば、第１ＦＥＴ２２
と第２ＦＥＴ２３をオンする信号から、第２ＦＥＴ２３の駆動するゲートに時定数のコン
デンサ等の遅延手段で、容易に突入電流防止を実現することができる。
【００３１】
上記のＡ／Ｄ変換サブルーチン及び電圧判定サブルーチンは、通常使用においてバッテリ
１３のエネルギーが消耗して電圧低下した場合、ＣＰＵ２９がバッテリ１３の電圧を監視
し、電圧低下のレベルに応じて、残量表示用の第１ないし第３ＬＥＤ３０ａ，３０ｂ，３
０ｃの点灯状態を制御し、ユーザにバッテリ切れの警告を表示する処理である。
【００３２】
すなわち、ステップＳ９のＡ／Ｄ変換サブルーチンは、図７に示すように、ステップＳ３
０で入力電圧をＡ／Ｄ変換してＣＰＵ２９内のメモリ（図示せず）に格納し、ステップＳ
３１及びＳ３２で２５６回サンプリングして、ステップＳ３３で平均を取り、ステップＳ
３４でその計算結果ＣＰＵ２９内のメモリ（図示せず）に格納し、ステップＳ３５でＡ／
Ｄ変換フラグを１にセットして処理を終了する。
【００３３】
また、ステップＳ１０の電圧判定サブルーチンは、ＣＰＵ２９内のメモリ（図示せず）に
格納されているＡ／Ｄ変換サブルーチンによる平均結果、すなわち測定電圧を読み出して
、図８に示すように、ステップＳ４１でこの測定電圧を所定の第１の値Ｘ 1（＝２．３Ｖ
）と比較し測定電圧≧Ｘ 1ならば、ステップＳ４２でＸ 1フラグに０をセットしステップＳ
５０に進み、測定電圧＜Ｘ 1ならばステップＳ４３に進む。
【００３４】
ステップＳ４３では、測定電圧を所定の第２の値Ｘ 2（＝２．２Ｖ）と比較し測定電圧≧
Ｘ 2ならば、ステップＳ４４でＸ 2フラグに０をセットしステップＳ５０に進み、測定電圧
＜Ｘ 2ならばステップＳ４５に進む。
【００３５】
ステップＳ４５では、測定電圧を所定の第３の値Ｘ 3（＝２．１Ｖ）と比較し測定電圧≧
Ｘ 3ならば、ステップＳ４６でＸ 3フラグに０をセットしステップＳ５０に進み、測定電圧
＜Ｘ 3ならばステップＳ４７に進む。
【００３６】
ステップＳ４７では、測定電圧を所定の第４の値Ｘ 4（＝２．０Ｖ）と比較し測定電圧≧
Ｘ 4ならば、ステップＳ４８でＸ 4フラグに０をセットしステップＳ５０に進み、測定電圧
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＜Ｘ 4ならばステップＳ４９でＸ 5フラグに０をセットしステップＳ５０に進む。
【００３７】
ステップＳ５０では、これらＸ 1～Ｘ 5フラグの状態に応じて、表１に示すように出力ポー
トの状態、すなわち第１ないし第３ＬＥＤ３０，３０ｂ，３０ｃと第１及び第２ＦＥＴ２
２，２３への出力設定を行い、処理を終了する。
【００３８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ 1～Ｘ 5フラグの状態に応じて第１及び第２ＦＥＴ２２，２３への出力設定を行うのは、
バッテリ型光源装置３が内視鏡２への接続による使用であるため、検査中はＬＥＤの状態
を見落としてしまうことがあるため、ある消耗時の電圧（本実施の形態ではＸ 4＝２．０
Ｖ）において、ランプ１２を点滅させ、バッテリ切れの告知を行うためである。
【００３９】
すなわち、ＣＰＵ２９がある消耗電圧を検出したとき、ＣＰＵ２９の出力ポートから第２
ＦＥＴ２３のオンオフ信号が出力される。
【００４０】
第２ＦＥＴ２３がオフすると、固定負荷２４により負荷制限するので電圧降下が発生し、
ランプ１２に定格４．８Ｖより低い第２の電圧がかかる。この制御をある一定の周波数で
、オンオフ（トグル）を繰り返すと、ランプの明るさが、最適な光量の第１の明るさと、
違いが分かる程度の少し暗い第２の明るさが交互に発生し、ユーザにとっては点滅してい
るように見え、バッテリ切れの警告とすることができる。
【００４１】
この作用では、固定負荷２４をランプ１２に接続、非接続を制御するため、ＤＣ／ＤＣコ
ンバータ１５の出力、つまりＣＰＵ２９の電源は変動することがない。つまり、通常ラン
プ１２には４．８Ｖの電圧がかかっているが、ランプ光を変化させるのにランプ１２に固
定負荷２４を直列に接続すると、例えば４．８Ｖがランプ１２に２．９Ｖ、固定負荷２４
に１．９Ｖと分圧されるので、ＣＰＵ２９の電源に変動はなく、そのため、固定負荷２４
の定数によってはランプ１２の暗いときの明るさが全く電圧のかからない状態まで低下さ
せ点滅させることも可能である。
【００４２】
また、この点滅期間は、表１に示すように、Ｘ 4フラグが０である２．０Ｖから１．９Ｖ
までの間点滅させる構成である。しかし、バッテリの容量のばらつきによっては点滅期間
がばらつくため、バッテリ電圧判定と、ＣＰＵ２９の内部タイマの判定のＯＲをとること
で、点滅期間の精度を上げることができる。つまり、バッテリの特性によっては、点滅時
間が長くなるため、ある一定時間点滅したら過電流保護を作動し、また、使用状態により
急に電圧が降下してしまうときは、ある一定の電圧で保護を働かせる。
【００４３】
また、上記作用では、ランプ電力が高いほど負荷制限の定格電力が大きくなってしまうた
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め、図９のように、ＦＥＴのオンオフＤｕｔｙ比を変えることで、固定負荷２４の定格を
低く設定でき、発熱も押さえることが可能である。例えば、図９（ａ）は第２ＦＥＴ２３
をオフ状態にしたときは０．８Ｗ、図９（ｂ）（ｃ）のようにＤｕｔｙ５０％、２５％で
オンオフさせれば０．４Ｗ、０．２Ｗになり、固定負荷２４の定格も１Ｗあたりを選定で
きる。
【００４４】
さらに、上記ランプ１２の点滅状態でユーザがバッテリ型光源装置３を使用し続けたり、
そのままの状態で放置されても、回路上である一定の電圧を設定し、検出と同時にランプ
を強制的に切り離すことで、軽負荷状態になる。この時、バッテリ１３の電圧は上昇する
ため再度バッテリ電圧を検出せずにその状態をラッチする。
【００４５】
つまり電池にとってはローレート放電を保持するようになるため、バッテリの過放電防止
になる。
【００４６】
図５に戻り、上記のＡ／Ｄ変換サブルーチン及び電圧判定サブルーチンが終了すると、ス
テップＳ１１でＸ 5フラグが０にセットされているかどうか判定し、Ｘ 5フラグが０にセッ
トされている場合は処理を終了し、Ｘ 5フラグが０にセットされていない場合は後述する
イベント発生処理の割り込みを受け付ける。
【００４７】
そして、ステップＳ１２でイベント発生が発生すると、図６のステップＳ１３に処理を移
行する。
【００４８】
イベント発生、すなわち、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５の電圧が変動するような異常が発生
したとき、例えば、ランプ１２のフィラメントがピッチショートを起こしたときに、回路
は過電流が流れる。この時、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５は出力に安定した電力が供給でき
なくなり、出力電圧が低下する。
【００４９】
ＣＰＵ２９は、複数のリセットモードが設定できるＰＩＣマイコンである。例えば、ＣＰ
Ｕ２９の動作範囲は４．０Ｖとすると、それ以下では、ブラウンアウトリセット（以下、
ＢＯＲと略記）と呼ばれるモードになり、Ｉ／Ｏポートはオープン（ハイインピーダンス
）状態に制御される。さらに電圧を下げ、例えば、２．２Ｖ以下になるとパワーオンリセ
ット（以下、ＰＯＲと略記）モードになる。ＰＯＲでは、必ずプログラムがリセットされ
再起動するモードであり、ＢＯＲは、ＰＯＲモードまで低下しないで、再度動作電圧まで
復帰すれば、前の状態を保ったまま制御できるものである。
【００５０】
そこで、フィラメントのピッチショート等の過電流が流れるような異常が発生し電圧が低
下すると、ステップＳ１３において、ＣＰＵ２９は、出力ポートをオープン（ハイインピ
ーダンス）とし、ステップＳ１４でリセットモードに突入し電圧の出力低下に基づいてリ
セットフラグ、すなわちＢＯＲモードならＢＯＲフラグ、ＰＯＲモードならＰＯＲフラグ
を設定する。
【００５１】
なお、図示しないスイッチをユーザが押下することによりマニュアルでリセットをかけプ
ログラムを再スタートさせるＭＣＬＲ（マニュアルクリア）モードがあり、ＭＣＬＲモー
ドになるとリセットフラグであるＭＣＬＲフラグが設定される。
【００５２】
そして、リセットフラグの状態に応じて、表２に示すように、出力ポートが設定される。
表２においてフラグは０が有効、ＰＯＲ、ＭＣＬＲはプログラム再スタート、ＢＯＲはＦ
ＥＴラッチに設定している。各モードの優先度はＰＯＲ＞ＢＯＲ＞ＭＣＬＲになっている
。
【００５３】
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【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次に、ステップＳ１５で電圧の復帰を待ち、電圧が復帰したら、ステップＳ１６でリセッ
トフラグによりＰＯＲモードなのかどうか判断し、ＰＯＲモードならば図５のステップＳ
１に戻り、ＰＯＲモードでないならばステップＳ１７に進む。
【００５４】
ステップＳ１７では、リセットフラグによりＢＯＲモードなのかどうか判断し、ＢＯＲモ
ードならばステップＳ１８で出力ポートを再設定し図５のステップＳ９に戻り、ＢＯＲモ
ードでないならばステップＳ１９に進む。
【００５５】
ステップＳ１９では、リセットフラグによりＭＣＬＲモードなのかどうか判断し、ＭＣＬ
Ｒモードならば図５のステップＳ１に戻り、ＭＣＬＲモードでないならば図５のステップ
Ｓ９に戻る。
【００５６】
表２に示すように、フィラメントのピッチショート等の過電流が流れるような異常が発生
すると、出力電圧が低下しリセットモードに突入する。ＢＯＲまで低下すると、Ｉ／Ｏポ
ートはオフするため負荷制限用の第１及び第２ＦＥＴ２２，２３はオープンになり過電流
の原因であるランプ１２を回路から強制的に切り離すため過電流は流れなくなる。それ故
に出力電圧が元に戻り、ＣＰＵ２９が動作し始めるので、上記ＢＯＲモードを使い第１及
び第２ＦＥＴ２２，２３が再度オンしないようにオフ状態をラッチするように制御する。
プログラムフローとしては、ＦＥＴがオフすることで、出力電圧が復帰するが、各リセッ
トモード毎にフラグがたち、復帰したときどのモードでの復帰か判定し、その後の出力ポ
ートの動作を確定する。
【００５７】
上記作用により、ランプ１２の短絡が発生すると、瞬間的に大電流が流れるが、瞬時にＦ
ＥＴ２２，２３がオフし負荷制限をかけ、電源切断し、ＰＯＲが発生しない限りランプを
切り離し状態を保持し続け、過電流による異常発熱等の保護が可能になる。
【００５８】
ただし、ランプ１２の短絡以外では過電流保護素子（ＰＳＷ：レイケム社登録商標）１６
により短絡を保護する。
【００５９】
（効果）
このように本実施の形態では、ユーザが内視鏡検査を行っている最中は、連続点灯で一定
の照明光を内視鏡先端部に供給するため、被写体を明るく照らすことができ、バッテリが
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消耗してくると、残量表示用ＬＥＤの点灯状態で残容量を知ることができる。しかし、ユ
ーザが検査中は、スコープを覗いているときが多く、残量ＬＥＤを見ることができないこ
とがあるため、残量ＬＥＤでの告知とは別に、ランプに流れる電流を変化させ、視野内の
照明光を点滅させ、バッテリ切れを告知し、突然暗くなり検査に支障をきたすような事態
を防止できる効果がある。
【００６０】
また、一定の期間照明光を点滅させた後に、ランプを消灯させ、その状態を保持させる事
で、電池が劣化（過放電）する前にユーザに電池交換を促すことができ、かつ、充電地の
使用寿命を最大限に使用できるという効果がある。
【００６１】
ただし、上記作用及び効果は、高い電圧に設定されたバッテリ電圧を所定のランプ電圧に
制御する降圧タイプのＤＣ／ＤＣコンバータ１５、例えば、後述する第４の実施の形態の
図１２に示す回路を用いても同様の結果を得ることができる。
【００６２】
つまり、コイル、ダイオード及び本実施の形態のＤＣ／ＤＣコンバータ（スイッチングＦ
ＥＴ内蔵）もしくはＤＣ／ＤＣコントローラ（スイッチングＦＥＴ外付け）でバッテリか
らの変動電圧を、昇降圧する昇降圧手段を用いてランプの最適な電圧を定電圧で供給でき
る構成であれば上記手段を用い同様の効果を得られる。
【００６３】
第２の実施の形態：
図１０は本発明の第２の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す構
成図である。
【００６４】
第２の実施の形態は、第１の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００６５】
（構成）
図１０に示すように、本実施の形態の電源回路も第１の実施の形態と同様に、昇降圧出来
るＤＣ／ＤＣコンバータ１５で、ランプ１２に所定の電圧を供給する電源回路であるが、
電源回路の負荷を制限する負荷制限手段である第１及び第２ＦＥＴ２２，２３及びバッテ
リ１３と電源回路を切り離す第３の電気スイッチＦＥＴ４０が、所定の電圧を供給する第
２のＤＣ／ＤＣコンバータ３７とエネルギチャージ用の第２のコイル３８及び整流用の第
２のダイオード３９でドライブされているＣＰＵ２９によって制御されている構成となっ
ている。
【００６６】
ＣＰＵ２９の入力ポート２９ａはバッテリの電圧を、入力ポート２９ｂは第１のＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ１５の出力電圧を監視している。
【００６７】
第２のＤＣ／ＤＣコンバータ３７は軽負荷であるＣＰＵ２９のみを動作させるための電源
回路であるため、第１のＤＣ／ＤＣコンバータ１５より消費電力の少ないＩＣを使用して
いる。
【００６８】
（作用）
第１の実施の形態と同様に、スイッチ１４がオンされると第２のＤＣ／ＤＣコンバータ３
７が動作し始める。第２のＤＣ／ＤＣコンバータ３７が昇圧して、ＣＰＵ２９が動作し始
めると、第３の電気スイッチＦＥＴ４０をオンさせる。ただし、本実施の形態ではＮ－チ
ャンネルＦＥＴを示しているため、ゲートに接続されている抵抗はプルダウンされている
がＰ－ＦＥＴ等のＯＮ／ＯＦＦ可能な電気スイッチであれば同様の効果が得られる。
【００６９】
第３の電気スイッチＦＥＴ４０がオンすると第１のＤＣ／ＤＣコンバータ１５も動作し始
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める。その時、ＣＰＵ２９は第１のＤＣ／ＤＣコンバータ１５の出力電圧を監視し、所定
の電圧まで昇圧したのを検出したら、第１ＦＥＴ２２をオンする。ここで第１の実施の形
態と同様に第１及び第２ＦＥＴ２２，２３に時間差を設けて制御することでランプの突入
電流を減らすことができる。出力電圧が安定するまでＣＰＵ２９の内部タイマー等で遅延
を設け、入力、及び出力電圧を監視する。入力電圧監視の検出結果を、残量表示用の第１
ないし第３ＬＥＤ３０ａ，３０ｂ，３０ｃに反映させ、出力電圧監視の結果をランプ短絡
時の過電流を検出し第２ＦＥＴ２３をオフして負荷制限をかける。
【００７０】
さらにローバッテリ時は、第１の実施の形態と同様にある所定の電圧で、第２ＦＥＴ２３
をオンオフ制御させることで、警告表示をし、その電圧よりさらに低い電圧で第１ＦＥＴ
２２をオフラッチすることで、負荷制限をかけ過放電防止をする。
【００７１】
本実施の形態では、ＣＰＵ２９とランプ１２の電源をそれぞれの独立したＤＣ／ＤＣコン
バータで制御しているため、ランプ１２をドライブしている回路部分の第３の電気スイッ
チＦＥＴ４０でバッテリ１３と切り離すことが可能であり、さらに、遅延機能付きリセッ
トＩＣ４１を用いて、第２のＤＣ／ＤＣコンバータ２９もリセットし停止させることもで
きる。
【００７２】
さらに、第１，第２のＤＣ／ＤＣコンバータにそれぞれリセット手段を設けて、大電流を
流す第１のＤＣ／ＤＣコンバータ１５をまず停止させ、次に消費電流の少ない第２のＤＣ
／ＤＣコンバータ３７を停止させることで、ＤＣ／ＤＣコンバータの停止時に発生するバ
ッテリ電圧の復帰に影響を受けずに停止させることも可能で、完全にバッテリ１３と回路
を切り離すことができる。
【００７３】
（効果）
このように本実施の形態では、第１の実施の形態の効果に加え、ＣＰＵ２９を第２のＤＣ
／ＤＣコンバータ３７を電源とするため、バッテリ１２の過放電、及び過電流時に負荷制
限をかけることで保護することができ、かつバッテリと電源回路を遮断することで完全な
過放電保護も可能である。
【００７４】
第３の実施の形態：
図１１は本発明の第３の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す構
成図である。
【００７５】
第３の実施の形態は、第１の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００７６】
（構成）
本実施の形態は、図１１に示すように、ハイサイドスイッチＳＷと呼ばれる制御ＩＣ５１
を備え、ＵＳＢ回路等の保護を目的をしたものであって、第１の実施の形態で説明した電
気スイッチであるＦＥＴ２２等を制御するものである。制御ＩＣ５１は、ＩＣのＯＮ／Ｏ
ＦＦ端子と、入力電圧を監視する端子ＶｉｎとＩＣの電源であるＶｃｃと、検出結果に応
じて信号を出力するＯＵＴ端子と、検出結果から出力に遅延を持たせるＳＳ端子とコンデ
ンサと、過電流を検出するカレント端子及び電流値設定用抵抗で構成されている。
【００７７】
（作用）
電源投入すると、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５が昇圧し、制御ＩＣ５１が動作し始める。Ｖ
ｉｎ端子がある所定の電圧を超えると、ＳＳ端子のコンデンサの容量により設定される遅
延を経て、ＯＵＴ端子よりオン信号が出力され、ＦＥＴ２２がオンする。この時、ＤＣ／
ＤＣコンバータ１５は遅延時間分軽負荷での立ち上がりになり出力安定後、ランプ１２が
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接続される。制御ＩＣ５１は短絡等の異常時に大電流が流れると、カレント端子で電流値
を検出し、ＦＥＴ２２をオフし、バッテリ電圧消耗時もＦＥＴ２２をオフすることで過放
電防止をする。
【００７８】
今回、使用しているＤＣ／ＤＣコンバータ１５はＯＮ／ＯＦＦ端子があり、上記制御ＩＣ
５１の出力を接続すれば容易に過放電、過電流保護ができる。
【００７９】
さらに、本実施の形態では図示していないが、マキシム社製ＤＣ／ＤＣコンバータで型番
Ｍａｘ１７０３ＥＳＥ等では、ハイパワー制御のＰＷＭモード、ローパワー制御のＰＦＭ
モードを選択できるＳＥＬ端子があり、上記制御ＩＣ５１の出力を接続することで、過放
電時にＰＦＭモードに切換出力電力を制限することもできる。
【００８０】
（効果）
このように本実施の形態では、上記作用にて、制御ＩＣ５１を用いることで過電流時に負
荷切り離しをし、ローバッテリ時に、ＤＣ／ＤＣコンバータのモード制御し、電力制限す
ることが出来、ＩＣの発熱及び過放電防止になる。
【００８１】
第４の実施の形態：
図１２は本発明の第４の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す構
成図である。
【００８２】
第４の実施の形態は、第１の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００８３】
図１２は第１の実施の形態の回路のＤＣ／ＤＣコンバータを降圧タイプにし、バッテリの
間に第３の電気スイッチＦＥＴ４０を設けバッテリの過放電防止のレベルを高める実施形
態を示しており、第１の実施の形態で説明した効果が降圧タイプのＤＣ／ＤＣコンバータ
でも可能であること、また第２の実施の形態で説明した２つのＤＣ／ＤＣコンバータを用
いてバッテリと回路を切り離す構成を、１つのＤＣ／ＤＣコンバータだけを使用しても出
来る実施形態を示している。
【００８４】
（構成）
本実施の形態では、図１２に示すように、第１の実施の形態の昇圧用ＤＣ／ＤＣコンバー
タ１５を高圧用ＤＣ／ＤＣコンバータ１５でランプに所定の電圧を供給し、明るさを最適
な状態にしている。
【００８５】
第１の実施の形態では、ランプの最適な電圧をバッテリの電圧より高い条件に設定したた
め昇圧したが、第４の実施の形態では、バッテリの電圧をランプの最適な電圧より高い条
件に設定することで降圧させている。つまり、コイル、ダイオード及びＤＣ／ＤＣコンバ
ータ（スイッチングＦＥＴ内臓）もしくはＤＣ／ＤＣコントローラ（スイッチングＦＥＴ
外付け）でバッテリからの変動電圧を、昇降圧手段を用いてランプの最適な電圧を定電圧
で供給できる。
【００８６】
リセットＩＣ７０は、ある電圧を超える値をＶｉｎで検出すると、内蔵されているスイッ
チ手段がオンし、第３の電気スイッチＦＥＴ４０のゲート電圧が０Ｖになりソース、ゲー
ト電圧に電位差が生じ、第３の電気スイッチＦＥＴ４０がオンし、電圧がある電圧よりも
下がるとＶｏｕｔがＨｉになり第３の電気スイッチＦＥＴ４０がオフする構成である。
【００８７】
昇降圧手段である昇降圧型ＤＣ／ＤＣコンバータ１５は、ＩＣの電源であるＶｉｎと、コ
イル１７と第３の電気スイッチＦＥＴ４０のドレインの間で、かつＤＣ／ＤＣコンバータ
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１５に内蔵されている図示されないスイッチング用ＦＥＴと、これまた図示されない、ダ
イオード１８に並列になるように、ＤＣ／ＤＣコンバータ１５に内蔵されている図示され
ない同期整流用ＦＥＴとそのスイッチング制御部で構成されている。スイッチング制御部
がスイッチングをコントロールし、スイッチングＦＥＴがオンすると、コイル１７を介し
て、コンデンサ２０に流れ込み、コイル１７にエネルギーがチャージされる。次にスイッ
チング用ＦＥＴがオフすると、コンデンサ２０と、コイルのエネルギーが負荷に供給され
、ダイオード１８との間でループを作り電流が流れる。これを高速で繰り返すことで降圧
手段を構成している。上記同期整流用ＦＥＴはダイオード１８を介したループで電流が流
れるとき、ダイオードの損失を無くすため、スイッチングＦＥＴと論理が逆に同期した制
御になるように構成されている。
【００８８】
その他の残量表示部、負荷制限部は第１の実施の形態と同様の構成になっている。
【００８９】
（作用）
電源投入され、第３の電気スイッチＦＥＴ４０がオンし、昇降圧手段で一定の電圧に安定
すると第１の実施の形態と同様にＦＥＴ２２がオンし、時間差を経てＦＥＴ２３がオンし
、バッテリ電圧の監視させＬＥＤ３０ａ，３０ｂ，３０ｃを点灯させる。
【００９０】
ランプショート時、またはランプ点滅も第１の実施の形態と同様に制御される。しかし、
バッテリ消耗時の過放電保護では、ＣＰＵ２９がＦＥＴ２２をオープンラッチさせ、負荷
制限を行い、バッテリの供給する電力を下げる。次にその電圧より低く、かつ過放電にな
らないある電圧をリセットＩＣ７０で検出し、第３の電気スイッチＦＥＴ４０をオフしバ
ッテリ１３と電源回路を切断する。
【００９１】
この時、ＣＰＵ２９でバッテリ１３の電力を減らしているため、第３の電気スイッチＦＥ
Ｔ４０で電源供給を切断してもバッテリの変動はリセットＩＣ７０における検出電圧のヒ
ステリシスで対応でき、発振することなく確実に切断制御ができる。
【００９２】
（効果）
このように本実施の形態では、上記作用にて、１つのＤＣ／ＤＣコンバータを用いて、バ
ッテリと電源回路を切断し、バッテリ過放電を防止し、昇圧タイプのＤＣ／ＤＣコンバー
タの代わりに降圧タイプに置き換えても第１実施例と同様の効果が得られ、かつ１つのＤ
Ｃ／ＤＣコンバータですべての保護機能を実施できるという小型化ができるという効果が
ある。
【００９３】
第５の実施の形態：
図１３は本発明の第５の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す構
成図である。
【００９４】
第５の実施の形態は、第１の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００９５】
図１３は、第１の実施の形態の回路で第１の経路と第２の経路に電流が流れ明るさの変化
を制御する構成に対し、第１、第２の電流経路を制御信号により切り替わる電気的スイッ
チ（例えばＦＥＴ、リレー等）で切り替えることで、ランプ１２に流れる電流を制御する
実施例を示している。
【００９６】
（構成）
図１３は、バッテリの電圧が低下して、ある設定された電圧を検出すると、ＣＰＵ２９か
ら、制御信号が出力され、その信号によりスイッチ８５の切り替え制御を行う構成になっ
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ている．
（作用）
電池消耗時を検出し、ＣＰＵ２９から１、０のＯＮ／ＯＦＦ信号が送られてくると、ＤＣ
／ＤＣコンバータ１５の出力がそのままランプ１２に供給される明るい状態と、制限手段
（制限抵抗）２４によりランプに流れる電流が減り前記明るさより暗い状態が交互に切り
替わることで、電池消耗状態の警告表示になる。さらには、電流の流れないＯＦＦ状態と
明るい状態（ＯＮ状態）を交互に切り換えれば、点滅による警告も可能であり、ＯＦＦ状
態と暗い状態とに制御すれば電力を減らすこともできる。
【００９７】
また、前記ＯＮ／ＯＦＦ信号に切り替わる電圧より低い電圧を検出したとき、スイッチ８
５を、どちらにも接続しない状態（ＯＦＦ）でラッチ制御すれば、ランプ１２は電源回路
から切り離され、バッテリ１３の消費電力を激減することが出来、バッテリ１３の過放電
の防止にもなる。
【００９８】
さらに、ランプ１２が短絡、もしくは過負荷等の異常が発生したとき、ＣＰＵ２９  が自
身の電源の変動したこと、またはバッテリ電圧の変動を検出し、ランプ１２を切り離して
ラッチ制御を行うことで、短絡防止にもなる。
【００９９】
ただし、このラッチ制御はＣＰＵ２９からの本実施の形態のように制御信号でラッチした
り、ラッチ機能を持ったスイッチ８５を使用、もしくはハード的構成をもってラッチする
ことで上記作用と同様の効果を得る事ができる。
【０１００】
（効果）
このように本実施の形態では、上記作用にて、ランプ１２に流れる電流経路を切り替える
スイッチ８５をバッテリ電圧に応じて、ＣＰＵ２９が制御することで、ランプ１２の光量
変化及び点滅による電池消耗の警告を行うことができる。
【０１０１】
第６の実施の形態：
図１４は本発明の第６の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す構
成図である。
【０１０２】
第６の実施の形態は、第１の実施の形態とほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し
、同一の構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【０１０３】
図１４は、第１の実施の形態で説明したバッテリ１３とＤＣ／ＤＣコンバータ１５とラン
プ１２があり、バッテリ１３とＤＣ／ＤＣコンバータ１５の間にＣＰＵ２９を設定した構
成を示す。
【０１０４】
（構成）
第１の実施の形態で示したＣＰＵ２９を昇圧する前の電圧で駆動させている構成である。
ただし、バッテリ１３の電圧は消耗すると変動していくので、ＣＰＵ２９のリファレンス
は、ＣＰＵ２９の電源に影響されない基準電圧８９を入力する、もしくは図示しない外部
リファレンスを入力させる構成となっている。
【０１０５】
スイッチ手段９０は例えばＦＥＴ等のようなスイッチを使用し、ランプ１２に供給される
電流をＯＮ／ＯＦＦさせる構成になっている。
【０１０６】
（作用）
メカニカルスイッチ１４をＯＮするとバッテリ電圧がＣＰＵ２９にかかり動作し、自身、
もしくは外部入力された基準電圧と比較して、バッテリ電圧、もしくは昇圧後の一定の電
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圧を監視している。バッテリ電圧が低下し、ＣＰＵ２９によりある設定された電圧を検出
すると、 I／ Oポートからスイッチ手段９０にＯＮ／ＯＦＦ制御信号を送ると、ランプが点
滅し、バッテリ消耗の警告になる。
【０１０７】
また、前記検出電圧よりさらに低く、バッテリ１３の劣化の起きないバッテリ電圧を検出
しスイッチ手段９０をＯＦＦしラッチすることでバッテリの過放電防止になる。
【０１０８】
さらに、ランプ１２が過負荷、もしくは短絡したときにＤＣ／ＤＣコンバータ１５の出力
が変動したのをＣＰＵ２９で検出し、スイッチ手段９０をＯＦＦラッチすれば短絡電流の
防止になる。ただし、このラッチ制御も第５の実施の形態と同様にＣＰＵ２９からの制御
信号でラッチしたり、ラッチ機能を持ったスイッチ８５を使用、もしくはハード的構成を
もってラッチすることで上記作用と同様の効果を得る事ができる。
【０１０９】
（効果）
ＣＰＵ２９をＤＣ／ＤＣコンバータ１５とバッテリ１３の間に構成したことで、ランプに
かかる（昇圧 ICの出力電圧）を監視、及びバッテリ電圧を監視させ、ある設定電圧を検出
したとき、ランプ１２を点滅させる警告表示、及びランプ１２を切り離しラッチすること
でバッテリ１２の過放電防止、かつ短絡電流防止ができる効果がある。
【０１１０】
［付記］
（付記項１）　内視鏡に照明光を供給する光源ランプと、前記光源ランプに電力を供給す
るバッテリを備えた内視鏡用バッテリ式電源装置において、
前記バッテリのある基準電圧を設定しその基準電圧以下になると照明光の明るさを変化、
または点滅させる照明光制御手段
を具備したことを特徴とする内視鏡用バッテリ式電源装置。
【０１１１】
（付記項２）　前記照明光制御手段は、前記光源ランプにかかる電力を変動させ、点滅、
もしくは、第１の電力と、異なる第２の電力を交互にかかるように制御する電力制御手段
を有する
ことを特徴とする付記項１に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。
【０１１２】
（付記項３）　前記光源ランプに直列に接続された前記光源ランプの電力を制限する制限
手段と、
前記制限手段に並列に接続された第１の電気スイッチ手段と、
前記バッテリのバッテリ電圧を検出する検出手段と、
前記検出手段による検出結果に応じて前記第１の電気スイッチ手段の駆動状態を制御する
駆動制御手段と
を具備したことを特徴とする付記項２に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。
【０１１３】
（付記項４）　前記バッテリの電圧を昇圧、もしくは降圧させ前記光源ランプに一定の電
力を供給する電源回路と、
前記電源回路の出力電圧を所定の基準電圧と比較する比較手段と、
前記比較手段による比較結果に基づき前記ランプに所定の電圧を供給する電源安定化手段
と
を具備したことを特徴とする付記項２に記載の内視鏡用バッテリ式電源装置。
【０１１４】
（付記項５）　内視鏡に照明光を供給する光源ランプと、
前記光源ランプに電力を供給するバッテリと、
前記バッテリの電圧を昇降圧する電源安定化手段と、
前記電源安定化手段と前記光源ランプの間に設けられた第１の電気スイッチ手段と、
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前記光源ランプに直列に接続された光源ランプの電力を制御する負荷制限手段と、
前記負荷制限手段に並列に接続された第２の電気スイッチ手段と、
前記電源安定化手段で制御された電源によって動作するとともに、該電源レベル、及びバ
ッテリの電圧を検出し、該検出結果に基づき前記電気スイッチ手段を制御する制御手段と
を具備したことを特徴とする内視鏡用バッテリ式電源装置。
【０１１５】
（付記項６）　内視鏡に照明光を供給する光源ランプと、前記光源ランプに電力を供給す
るバッテリと電源安定化手段を備えた内視鏡用バッテリ式電源装置において、
前記電源安定化手段と前記光源ランプの間に設けられた電気スイッチ手段と、
前記バッテリの電圧を検出する検出手段と、
前記検出手段による検出結果に応じて前記電気スイッチを制御する制御手段と、
前記検出手段により検出したバッテリ電圧よりさらに低いある電圧を検出し、前記電源安
定化手段の動作を停止するリセット手段と
を具備したことを特徴とする内視鏡用バッテリ式電源装置。
【０１１６】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、ユーザにバッテリ切れの告知、かつ、強制的に負荷
を制限しバッテリの過放電を防止することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置の構成を示す構成図
【図２】図１のバッテリ型光源装置の構成を示す構成図
【図３】図２のバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す構成図
【図４】図３のＤＣ／ＤＣコンバータの内部スイッチング回路部の構成を示す構成図
【図５】図３のバッテリ型光源装置の電源回路の作用を説明する第１のフローチャート
【図６】図３のバッテリ型光源装置の電源回路の作用を説明する第２のフローチャート
【図７】図５のＡ／Ｄ変換サブルーチンの処理の流れを示すフローチャート
【図８】図５の電圧判定サブルーチンの処理の流れを示すフローチャート
【図９】図６のイベント発生時の警告表示を説明する説明図
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す
構成図
【図１１】本発明の第３の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す
構成図
【図１２】本発明の第４の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す
構成図
【図１３】本発明の第５の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す
構成図
【図１４】本発明の第６の実施の形態に係るバッテリ型光源装置の電源回路の構成を示す
構成図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…内視鏡
３…バッテリ型光源装置
１２…ランプ
１３…バッテリ
１４…スイッチ
１５…ＤＣ／ＤＣコンバータ
１６…ポリスイッチ
１７…コイル
１８…整流用ダイオード
１９…入力コンデンサ
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２０…コンデンサ
２１…比較手段
２２…第１ＦＥＴ
２３…第２ＦＥＴ
２４…固定負荷
２５，２６…プルアップ抵抗
２９…ＣＰＵ
３０ａ…第１ＬＥＤ
３０ｂ…第２ＬＥＤ
３０ｃ…第３ＬＥＤ 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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